
理科の研究の概要（１年次）

１ 理科における思考力・判断力・表現力を育成する言語活動

(1) 理科における「言語活動の充実」の捉え方

理科における「言語活動の充実」とは，小・中・高等学校の学習指導要領解説などの記述か

ら，次のような学習活動を充実させることであると捉えることができる。

・ 問題を見いだし観察，実験を計画する学習活動
・ 観察，実験の結果を分析し解釈する（整理し考察する）学習活動
・ 科学的な(言葉や）概念を使用して考えたり説明したりする学習活動

まず，「問題を見いだし観察，実験を計画する学習活動」は，問題解決の過程に位置付ける

と，観察，実験を行う前の学習活動である。この段階での言語活動は，問題に対する個々の考

えの顕在化と目的意識をもった観察，実験につなぐ意味で重要な学習活動と言える。

次に，「観察，実験の結果を分析し解釈する（整理し考察する）学習活動」は，観察，実験

後の学習活動である。この段階での言語活動は，観察，実験の結果を予想や仮説と関係付けて

結論を導き出すことが大切である。これは，科学的な概念の形成だけでなく，その方法や手続

きも含めて理解するなど，科学的な見方や考え方を育む上で重要な意味をもつ学習活動と言え

る。

最後に，「科学的な（言葉や）概念を使用して考えたり説明したりする学習活動」は，問題

解決の過程の全ての段階において充実すべき学習活動である。科学的な方法や手続きを踏まえ

ることによって得られた科学的な概念は，新たな学習活動で活用されたり，日常生活の中で触

れる自然事象に適用されたりすることで，更に深まるものと考えられる。

これらの学習活動の意図を踏まえた言語活動を行うことが，「言語活動の充実」につながるもの

と考える。

(2) 理科における言語活動例

理科における言語活動例は，(1)で述べた学習活動を更に具体化することで，以下のように

整理できる。問題解決の過程における言語活動は，それぞれが関連し合って重要な意味をもつ

ものである。

【問題解決の過程における主な言語活動例】
問題解決の過程 言 語 活 動 例

【問題を見いだし観察，実験を計画する学習活動】
自然事象への働きかけ ① 興味・関心をもって自然事象へ働きかける中で，体感したことを表現す

るとともに，習得した知識や技能を活用して事象を比較・分類し，問題を

見いだす活動

問題の把握・設定

予想・仮説の設定 ② 問題に対する自分の考えを述べたり，集団としての意思決定をしたりす

るなど，児童生徒相互の話合いを適宜行うことにより，条件に着目したり，

視点を明確にしたりして，事象に対する自らの考えを顕在化させる活動

検証計画の立案

観察・実験等

【観察，実験の結果を分析し解釈する（整理し考察する）学習活動】
結果の整理，考察 ③ 観察，実験の結果をグラフや図表に整理し，予想と関連付けながら考察

する活動

④ 自然事象に関する情報をグラフや図表などから読み取ったり，グラフや

結論の導出 図表を用いて分かりやすく表現したりする活動

【科学的な(言葉や)概念を使用して考えたり説明したりする学習活動】
⑤ 観察，実験の結果について科学的な（言葉や）概念を使用して考えたり，

日常生活や他の 説明したりするなど，概念や法則などを活用する活動

事象等との関連 ⑥ 習得した知識・技能を活用して，他の関連する事象に当てはめて説明す

るなど，学習の成果と身の回りの事象等との関連を図る活動

【
科
学
的
な
（
言
葉
や
）
概
念
を
使
用
し
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た
り
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り
す
る
学
習
活
動
】
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２ 理科における「思考・判断・表現」の評価

(1) 評価の観点全般について
小・中学校における評価の観点は「科学的な思考」が「科学的な思考・表現」に，高等学校

においては「思考・判断」が「思考・判断・表現」となった。また，これまでの「観察・実験
の技能・表現」は，小・中・高等学校ともに「観察・実験の技能」となった。小学校において
は，平成23年度からこの観点による評価が実施されており，中学校は平成24年度から，高等学
校は平成25年度から完全実施となる。

このように評価の観点の記述は変更されているが，観点ごとの評価する内容については従来
どおりである。ただし，この変更により，「思考・判断」は「表現」と一体的に評価するという
意図が明確になった。

【小学校理科の評価の観点とその趣旨】
観 自然事象への関心・

科学的な思考・表現 観察・実験の技能
自然事象についての

点 意欲・態度 知識・理解
自然に親しみ，意 自然の事物・現象か 自然の事物・現象 自然の事物・現象

欲をもって自然の事 ら問題を見いだし，見 を観察し，実験を計 の性質や規則性，相

趣
物・現象を調べる活 通しをもって事象を比 画的に実施し，器具 互の関係などについ
動を行い，自然を愛 較したり，関係付けた や機器などを目的に て実感を伴って理解
するとともに生活に り，条件に着目したり， 応じて工夫して扱う している。

旨
生かそうとする。 推論したりして調べる とともに，それらの

ことによって得られた 過程や結果を的確に
結果を考察し表現して，記録している。
問題を解決している。

【中学校理科の評価の観点とその趣旨】
観 自然事象への関心・

科学的な思考・表現 観察・実験の技能
自然事象についての

点 意欲・態度 知識・理解
自然の事物・現象 自然の事物・現象の 観察，実験を行い， 自然の事物・現象

に進んでかかわり， 中に問題を見いだし， 基本操作を習得すると について，基本的な
趣 それらを科学的に探 目的意識をもって観察，ともに，それらの過程 概念や原理・法則を

究するとともに，事 実験などを行い，事象 や結果を的確に記録， 理解し，知識を身に
象を人間生活とのか や結果を分析して解釈 整理し，自然の事物・ 付けている。

旨 かわりでみようとす し，表現している。 現象を科学的に探究す
る。 る技能の基礎を身に付

けている。

【高等学校理科の評価の観点とその趣旨】
観

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解
点

自然の事物・現象 自然の事物・現象の 観察，実験を行い， 自然の事物・現象
に関心や探究心をも 中に問題を見いだし， 基本操作を習得する について，基本的な

趣 ち，意欲的にそれら 探究する過程を通して，とともに，それらの 概念や原理・法則を
を探究しようとする 事象を科学的に考察し，過程や結果を的確に 理解し，知識を身に
とともに，科学的態 導き出した考えを的確 記録，整理し，自然 付けている。

旨 度を身に付けている。に表現している。 の事物・現象を科学
的に探究する技能を
身に付けている。

(2) 「思考・判断・表現」の評価について
理科における「思考・判断・表現」の評価は，評価の観点とその趣旨から，問題解決の過程，

又は探究の過程における表現を通して評価するものと解釈できる。
具体的には，自然事象の中に問題を見いだす段階から，予想や仮説を立て，観察，実験を計画

し，その結果から事象を科学的に考察し，考えを導き出すまでの過程における「思考・判断」の
内容を，児童生徒の発言や記録などの「表現」から見取ることが必要である。特に理科において
は，モデルやイメージ図，グラフなどを使った説明や，レポートの作成，発表，討論などでの表
現も重視される。
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(3) 「判断基準」の設定について

「思考・判断・表現」における学習状況が目標に到達しているかどうかを判断するためには，

表現された内容を評価規準と照らし合わせて考える必要がある。その際，表現内容を質的，量的

に判断するための具体的な目安があることにより，目標への到達状況も分かりやすくなり，指導

と評価の一体化が図られるものと考える。

そこで，評価規準の内容を分析し，到達状況を判断するための目安となる判断基準を設定した。

さらに，判断基準を基に児童生徒の表現例を検討した。以下に，判断基準の設定とその活用につ

いての手順例を示す。

【「判断基準」の設定と活用の手順例】

単元の評価規準の設定
評価の観点の趣旨を踏まえ，単元の指導のねらい，

教材，学習活動等に応じて評価規準を設定する。

単元の指導と評価の計画の
指導計画に評価の観点を位置付け，無理のない指

作成
導と評価の計画を作成する。（１単位時間に１，２

観点程度）

目標に到達するために必要な要素を分析し，目標へ

判断基準と表現例の設定
の到達の状況を判断するための基準を設定する。それ

を基に，児童生徒の発話や記述など，実際に言語活動

等で表出されることが想定される表現例を設定する。

補充・深化指導の手立ての
「おおむね満足できる状況」に到達していない児

設定
童生徒に対する補充指導や，到達している児童生徒

への深化指導の手立てを明らかにする。

授業の実施と評価 判断基準と表現例を活用して評価し，評価結果を

補充・深化指導 基に個に応じた指導を行う。

評価規準，指導と評価の計 実際に表現された内容と判断基準，表現例とを照

画，判断基準の見直し らし合わせ，指導方法の改善を行う。

ここでは，評価規準を「おおむね満足できる状況」と捉えており，判断基準を具体化していく

ことで，指導の目標がより明確になるものと考える。計画した学習活動において，「おおむね満足

できる状況」に到達していない児童生徒には，具体的な補充指導の手立てを明らかにした上で，

評価結果に基づいた適切な指導が行われる必要がある。

また，児童生徒の中には，「おおむね満足できる状況」より，更に高まった「思考・表現」がな

されていることもある。「おおむね満足できる状況」の判断基準で示した内容に加え，より高次の

「思考・表現」がなされていれば「十分満足できる状況」と判断することができる。「十分満足で

きる状況」は，個々の教師が自ら設定した「おおむね満足できる状況」の判断基準から，ある程

度予測することは可能であると考える。しかし，児童生徒の実態をはじめ，その時の学習活動や

教師の関わり方にも影響を受けるため，「十分満足できる状況」は多様であり，一般的な状態像と

して共有することは困難である。「十分満足できる状況」は，児童生徒の表現例で評価する取組を

積み上げていくことで，より具体化していくものと考える。

以上のことを踏まえ，判断基準の設定例を次ページに示す。
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【小学校理科 第４学年「空気と水の性質」における「判断基準」の設定例】

評価規準「科学的な思考・表現」

閉じ込めた空気に力を加えたときの体積や圧し返す力の変化を関係付

けて，空気の性質について考察し，自分の考えを表現している。

評価の場面・評価の対象

空気の性質を調べる実験の

結果を考察する場面で，児童 ≪圧し返す力≫

の発言の内容やノートの記述

で評価する。 ≪関係付け≫

≪体積≫

判 断 の 要 素

ア 空気の体積変化 イ 空気の圧し返す力の変化

ウ 体積と圧し返す力の関係付け エ 科学的概念を使用した説明

尺度 判 断 基 準

ア 閉じ込めた空気に力を加えると，空気の体積が小さくなる

ことを説明することができる。

イ 閉じ込めた空気に力を加えると，空気の圧し返す力が大き

くなることを説明することができる。

ウ 閉じ込めた空気に力を加えたとき，空気の体積が小さくな

ると，空気の圧し返す力は大きくなることを説明することが

Ｂ できる。

エ 「体積の変化」，「圧し返す力の変化」などの科学的な言

葉や概念を用いて，空気の性質を説明できる。

（予想される表現の例）

・ 「閉じ込めた空気に力を加えたとき，空気の体積が小さく

なると，圧し返す力は大きくなります。」

ピストンを圧したときの手ごたえと空気の圧し返す力を関

Ｃ状況の 係付けて説明できない（空気の圧し返す力に気付かない）児

児童への 童には，ピストンの戻る位置を確認させ，なぜ，元の位置

補充指導 まで戻るのかについて，イメージ図などを描かせて考えさ

せる。

〔判断基準(B)に加えて〕

空気の性質を他の事象に当てはめて説明することができるなど。

Ａ （予想される表現の例）

・ 「圧し返す力が大きいとき，空気でっぽうの前玉が飛ぶ距

離も長くなります。」

Ｂ状況の 空気の性質を利用したものづくりや他の事象に当てはめ

児童への て説明する活動を取り入れるなど，空気の体積変化と圧し

深化指導 返す力の変化について，より深く考える場を設定する。

評価の観点の趣旨を

踏まえ，単元の指導の

ねらい，教材，学習活

動等に応じて設定す

る。

どのような学習活動

の場で，どのような資

料や情報から，何を見

取るのかについて明ら

かにする。

判断の要素のそれぞ

れについて，「おおむ

ね満足できる状況」の

程度を示し，判断基準

とするとともに，児童

の具体的な表現例も併

せて示す。

Ｂの判断基準に達し

ていない児童には，ど

のような学習活動を設

定し，どのような視点

で考えさせるか，補充

指導の例を示す。

Ｂの判断基準より高

次の「思考・表現」の

例を示すが，学習状況

により異なることもあ

る。

Ｂの判断基準に達し

た児童に対する深化指

導の例を示す。

評価規準の内容を分

析し，到達するために

必要な要素を記述す

る。
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「思考力・判断力・表現力を育成する
指導と評価に関する研究」

【平成23年度 調査研究発表会】

鹿児島県総合教育センター

第４分科会（理科）研究発表

研究発表の内容

(1) 理科における「言語活動の充実」の捉え方
(2) 理科における言語活動例

(1) 評価の観点全般について
(2) 「思考・判断・表現」の評価について
(3) 「判断基準」の設定について

１ 理科における思考力・判断力・表現力を育
成する言語活動

２ 理科における「思考・判断・表現」の評価

３ 成果と課題

１－(1) 理科における「言語活動の充実」のとらえ方

学習指導要領解説「指導計画の作成と内容の取扱い」から

問題を見いだし観察，実験を計画する学習
活動

観察，実験の結果を分析し解釈する（整理
し考察する）学習活動

科学的な（言葉や）概念を使用して考えたり
説明したりするなどの学習活動

科
学
的
な
（言
葉
や
）概
念
を

使
用
し
て
考
え
た
り
、
説
明
し

た
り
す
る
学
習
活
動

自然事象への働きかけ
問題の把握・設定
予想・仮説の設定
検証計画の立案

観察・実験

結果の整理・考察
結論の導出

日常生活や他の事象との関連

１－(1) 理科における「言語活動の充実」のとらえ方

問
題
解
決
の
過
程

それぞれが関連し合って重要な意味をもつ言語活動

問題を見いだし観察，実
験を計画する学習活動

観察，実験の結果を分析
し，解釈する（整理し，考察
する）学習活動

１－(2) 理科における言語活動例

自然事象への働きかけ
体感したことの表現

習得した知識・技能の活用

自然事象の比較・分類問題の把握・設定

予想や仮説の設定

検証計画の立案

問題に対する自分の考え

条件への着目

問題を見いだし観察，実
験を計画する学習活動

２－(1) 評価の観点全般について

小・中学校の評価の観点

変更

変更

小学校は平成23年度，中学校は平成24年度から完全実施

自然事象への
関心・意欲・態度

科学的な思考

観察・実験の技能・
表現

自然事象について
の知識・理解

自然事象への
関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての
知識・理解

－5－



２－(1) 評価の観点全般について

高等学校の評価の観点

変更

変更

高等学校は平成25年度から完全実施

関心・意欲・態度

思考・判断

観察・実験の技能・
表現

知識・理解

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

観察・実験の技能

知識・理解

２－(2) 「思考・判断・表現」の評価について

小学校 中学校 高等学校

自然の事物・現象から
問題を見いだし，

自然の事物・現象の
中に問題を見いだし，

自然の事物・現象の
中に問題を見いだし，

見通しをもって事象を
比較したり，
関係付けたり，
条件に着目したり，
推論したりして
調べることによって

得られた結果を
考察し表現して，

目的意識をもって

観察，実験などを行
い，

探究する過程を通し
て

事象を
科学的に考察し，
導き出した考えを
的確に表現している。

事象や結果を
分析して解釈し
表現している。

「思考・判断・表現」の評価の観点の趣旨

問題を解決している。

問
題
解
決
の
過
程

２－(2) 「思考・判断・表現」の評価について

小学校 中学校 高等学校

得られた結果を
考察して表現して，

事象を
科学的に考察し，
導き出した考えを
的確に表現している。

事象や結果を
分析して解釈し
表現している。

「表現」に関連する解説書の記述

図，絵

グラフ

モデル

表やグラフ

モデル

コンピュータ

レポート

報告書

コンピュータ

情報通信
ネットワーク

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

２－(2) 「思考・判断・表現」の評価について

「思考・判断・表現」の評価に用いる情報や資料

記述式のテスト

ノートやワークシート

レポートや報告書

説明や発言

自己評価シート

ポートフォリオ

その他

調査対象：県内公立全小・中・高・特別支援学校 平成23年10月実施

回答数 小513校，中208校，高76校，特小11校，特中6校，特高8校）

校種による特徴

■小学校・小学部 ■中学校・中学部 ■高等学校・高等部

・ 自分の意図していることを文章で表現することを苦手としている生徒が多
いため，評価の公平性(正確さ)を保つにはどうすればよいか。 （中学校）
・ 言葉や文章にまとめる（表現する）ことができるようにするためにはどうすれ

ばよいか。（特別支援学校 高等部）

・ 「思考・判断」は見えないため，それを説明させるにはどうすればよいか。
（高等学校）

⇒ 表現力不足による思考と表現の不一致の問題

⇒ 何をどう評価するかの問題

・ 40人近くの児童全員の「思考・表現」の評価をどうすればよいか。（小学校）

⇒ 表現させる時間の制約の問題

「思考・判断・表現」の評価に関する課題
（アンケート調査の結果から）

２－(2) 「思考・判断・表現」の評価について

おおむね満
足できる状況
(B)

言語活動を通じて思考・判断・表現の評価 ～

判断規準（Ｂ）の程度を超えたと認めら
れる状況
(注) 固定的にとらえるものではない。

判断基準(A)

判断の要素を「おおむね満足で
きる」具体的な状況で表したもの

予想される表現例

判断基準(B)

２－(3) 「判断基準」の設定について

分析的に
具体化

評
価
規
準

判
断
の
要
素

十分満足

できる状況
(A)

努力を要する

状況(C)
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２－(3) 「判断基準」の設定について

判断基準設定の手順例

単元の評価規準の設定

単元の指導と評価の計画

判断基準と表現例の設定

補充・深化指導の手立て

判断基準等の見直し

評価規準に到達するために
必要な判断の要素を具体化し
て，判断基準を設定するととも
に，実際に表出される児童生
徒の表現例を示す。

目標への到達の状況に応じ
て，具体的な補充・深化指導
の内容を明らかにする。

実際に表現された内容と判
断基準，表現例とを照らし合
わせながら見直し，指導方
法の改善を行う。

授業と評価の実施

単元の指導と評価の計画

２－(3) 「判断基準」の設定について

第１次 空気でっぽうで玉を飛ばそう

空気を入れた入れ物を圧し，手ごたえを体感する。
（１時間）

関心・意欲・態度
〈行動観察〉

空気でっぽうをつくり玉を飛ばす。（１時間） 関心・意欲・態度
〈行動観察〉

第２次 空気や水を圧すと体積はどうなるか

注射器に閉じ込めた空気を圧して，空気の性質を
調べる。（１時間）

思考・表現〈発言，ノート〉
技能〈行動観察，ノート〉

注射器の中の空気の様子を考え，図など
で表現する。（１時間）

思考・表現
〈発言，ノート〉

注射器に閉じ込めた水を圧して，水の性質を調べる。
（１時間）

技能
〈行動観察，ノート〉

圧した時の空気と水の性質を比べ，それぞれの性
質をまとめる。（１時間）

知識・理解
〈ノート・テスト〉

≪小学校 第４学年 「空気と水の性質」≫

判断の要素

自分の考えを表現

閉じ込めた空気及び水に力を加えたときの体積や圧
し返す力の変化を関係付けて，それぞれの性質につい
て考察し，自分の考えを表現している。

２－(3) 「判断基準」の設定について

単元の「評価規準」と「判断の要素」

閉じ込めた空気や水に力を加えたとき

体積の変化

圧し返す力の変化
関係付けて考察

※ 評価規準に到達するために必要な要素を明ら
かにする。

≪小学校 第４学年 「空気と水の性質」≫

単元の評価規準

(ｴ)自分の考えを表現

判断基準の設定

２－(3) 「判断基準」の設定について

≪小学校 第４学年 「空気と水の性質」≫
本時（４／６）の学習活動にかかわる判断基準

判断の要素

(ｴ)「体積の変化」や「圧し返す力の変化」
などの科学的な言葉や概念を用いて，空
気の性質を説明することができる。

(ｳ) 閉じ込めた空気に力を加えたと
き，空気の体積が変化すると，空気
の圧し返す力も変化することを説明
することができる。

(ｱ) 閉じ込めた空気に力を加えると，

空気の体積が小さくなることを説
明することができる。

(ｲ) 閉じ込めた空気に力を加えると，
空気の圧し返す力が大きくなるこ
とを説明することができる。

判断基準（Ｂ）

(ｳ)関係付けて考察

(ｱ)体積の変化

(ｲ)圧し返す力
の変化

「閉じ込めた
空気に力を加
えたとき，空
気の体積が小
さくなると，
空気の圧し返
す力は大きく
なります。」

表現例の設定

２－(3) 「判断基準」の設定について

判断基準（Ｂ）

≪小学校 第４学年 「空気と水の性質」≫
本時（４／６）の学習活動にかかわる判断基準 表現例

(ｴ)「体積の変化」や「圧し返す力の変化」
などの科学的な言葉や概念を用いて，空気
の性質を説明することができる。

(ｳ) 閉じ込めた空気に力を加えたとき，
空気の体積が変化すると，空気の圧し
返す力も変化することを説明すること
ができる。

(ｱ) 閉じ込めた空気に力を加えると，

空気の体積が小さくなることを説
明することができる。

(ｲ) 閉じ込めた空気に力を加えると，
空気の圧し返す力が大きくなるこ
とを説明することができる。

補充指導の例考えられる状況

《判断基準（Ｂ）に到達していない児童への指導》

注射器のピストンを圧したと
きの手ごたえと，空気の圧し返
す力を関係付けて説明できない
（空気の圧し返す力に気付かな
い）場合

注射器のピストンを圧して放すと，注射器のピストンを圧して放すと，
必ず元の位置まで戻ることを確認さ
せ，なぜ元の位置まで戻るのか，イ
メージ図などを用いて説明させる。

２－(3) 「判断基準」の設定について

補充指導の例

空気は，元の体積
まで戻ってる。空気
はピストンを圧し返
しているんだ。！

確かに手ごたえは，
大きくなるけど…？

－7－



表現例深化指導の例

《判断基準（Ｂ）に到達した児童への指導の例》

遠くに飛ばすには，

空気でっぽうの

玉を，できるだけ
遠くに飛ばすには，
どんな工夫が考え
られるかな？

前玉をきつくはめる
と，空気の体積が小さ
くなるまで圧し縮めら
れるので，遠くまで飛
ぶと思います。

２－(3) 「判断基準」の設定について

深化指導の例

判断基準（Ａ）
の設定例

めて説明できる。

閉じ込めた空
気に力を加えた
ときの体積や圧
し返す力が変化
するという空気
の性質を他の事
象などに当ては
めて説明できる。

できるだけ空気の
体積を小さく圧し
縮めてから飛ば

せば…

空気を小さく圧し
縮めるほど，圧し
返す力が強くなる

から…

本年度の取組 授業改善

評価規準の内容の分析
判断基準の設定

「思考・判断・表現」
に関する指導目標
や内容の明確化

指導と評価の計画
「思考力・判断力・
表現力」を育成する
場の明確化

補充・深化指導の手立
て

形成的評価と個に
応じた指導の充実

３ 成果と課題

本研究の成果

６ ５ ４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５ ６

評価の妥当性・信頼性

学習指導の改善評価方法，評価資料の工夫

バランスを考えた効果的・効率的な評価の工夫

３ 成果と課題

今後の課題
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